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サロン、老セン、福祉施設、児童館、放課後

・映画、動画、テレビ

・趣味、書道、裁縫、マスク作り、工作、DIY等

・体操、ストレッチ、軽い運動、筋トレ

・脳トレ

・買い物、家事

・ゲーム

・インターネット、パソコン

・SNS

・介護

・仕事

・公園、河原等

・自宅の庭、ベランダ、自宅前で子どもと遊ぶ

・室内で子どもと遊ぶ

・実家

コロナウイルス感染症に関する住民アンケート

調査先

①自粛中どう過ごしていましたか？

・散歩、ジョギング、サイクリング等

・断捨離、掃除、片付け

・料理、お菓子作り

・新聞、読書、勉強

・ガーデニング、家庭菜園、園芸

・子どもの勉強や世話

・生活リズムに気をつけた、家族との時間を大切にした

②自粛中に困ったことはどんなことですか？

・運動不足

・衛生用品、食料品等が手に入らない

・友人や家族（子ども、孫、祖父母等）に会えない、コミュニケーション不足

・食事作り

・ボランティアや習い事が休みになった

・外出できない、外出できないことによるストレス

・公共交通機関の利用や、通院を控えた

・利用していた介護サービスがストップした、保育所等施設の閉鎖

・障害のある家族が新しい生活様式を身に着けることが大変、楽しめることがない

・子どもがゲーム中心の生活になってしまった



1

31

11

9

2

3

4

1

2

1

1

140

75

7

1

18

1

18

1

2

1

3

1

1

2

1

18

1

1

1

1

1

1

1

1

1

・他市社協で実施した施策のように、朝霞社協独自の取り組みをしてほしい

・年配の人には、年４回の広報紙はいろいろな情報がわかるのでありがたい

・収入減

・感染の不安

・近所の騒音

・オープンスペースで会う

・酒量が増えた

・施設内の限られた人とのみコミュニケーション

・子どもの遊び場がなくて困った

・買い物、子連れでの買い物

・子どもとの時間の過ごし方、子どもの学習、生活習慣

・食べ過ぎ

③自粛の中で、周りの人達とどのように繋がりをつくりましたか。または維持しましたか？

・SNS（Line、Facebook、インスタ)

・電話、ビデオ通話

・近所の人とおしゃべり（親戚含）

・サロンに参加

・メール

・食費、光熱費

・仕事と育児の両立

・子どもの留守番

・社協でできることをもっと前面に打ち出してほしい

・社会的支援の必要な人を把握し、積極的に声掛けする仕組みを作ってほしい

・ニーズ調査

・福祉施設に訪問、アドバイス等

・マイクロバスの貸与

・PCR検査可能な場所の明確化

・困りごとを聞いてほしい

・Zoom、WeChat、teams、webex

・手紙

・家族生活を楽しむ

④今後、社協にどんなことを望みますか？

・コロナ情報、感染者数の公表

・軽い運動等のパンフレット

・サロンでの体操

・ボランティア等の人材確保、コーディネート

・社協の利用、活用方法がわからない

・サロン、団体、地域、子育て情報の発信
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・未就学児の障害のある親子の交流の場や、情報提供

・学童のような場所を増やしてほしい（児童館での預かりなど）

・小学校の中高学年の長期休みに子どもを預かってくれる場所がほしい

・収入の保障

・通学路を安心、安全に整備してほしい

・元気な高齢者が必要以上の自粛によって、身体機能の低下、社交機会の減少

　などにならないよう、予防策を考え実施

・オンラインで工作や遊びの発信

・高齢者の方へのサポート

・子どもが遊べる環境の整備

・学童の予防対策の充実

・通常どおりの環境づくり

・放課後の受け入れ

・自粛期間中も放課後に預けられるようにしてほしい

・地域での参加型活動を増やしてほしい

・社協を知らない

・児童館、公園などの遊べる情報を流してほしい

・予約制にしてイベントの増加

　短時間でも空けてほしい

・人と人のつながりイベントを増やしてほしい

・児童館のイベントを増やしてほしい

・このままのサービスを続けてほしい

・行政と家庭の橋渡しをしてほしい

・子どもの遊び場、体験の場が増えると良い

・子どもの預かりや、気晴らしの提供

・ネットを活用したコロナ時代に対応した情報の提供

・自粛中、児童館や支援センターが休館していたので、今後は、予約制などにして

・ウィズコロナの中で実施できる行事のアイデアの募集

・おもちゃの数を増やしてほしい

・ホームページを各施設で作ってほしい

・年間のイベントや施設の情報が分かると良い

・子ども、老人、障がい者の方とのふれあうイベントがあると良い

・太極拳など、少人数を半年間より、曜日を増やす、２～３ヶ月間で交代など、

　少しでも多くの人が参加できるようにしてほしい。先着順から、抽選に変更


